
佐
賀

。
中

原

遺

跡

爺

≡

Ｔ

一
西

ε

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
佐
賀
県
唐
津
市
原
字
西
九
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
七
月
～
二
〇
〇

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
佐
賀
県
教
育
委
員
会

・
唐
津
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
エユ
石
泰
久

・
小
松
　
譲

。
井
上
倫
生

・
美
浦
雄
二

・

太
田
正
和

・
辻
村
美
代
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
～
平
安
時
代

（八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
半
）

７
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

中
原
遺
跡
出
土
木
簡

一
一
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
誌
第
二
二
号

。
二
四
号

で
報
告
し
た
が
、
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
法
に
よ
る
保
存
処
理
を
行
な
い
、
再
度
観

察
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
釈
読
を
修
正

・
追
加
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

「大
村
戸
主
川
郡
祖
次
付
日
下
〔酬
〕

（ドこ

溢
斐
Φ
常
ｏ

２２
①
＊

．
小
長
□
部
□
□

［日

日
□
口
□

［束
力
〕

〔注
力
〕

口
□
家
□
□

甲
斐
国
□
戊
□

不
知
状
之

〔津
凸
〔人
由

『研
升
音
）
鼻
』

［
γ
診
〕
　

〔
γ
留

望
〕

・　
　
　
　
『槃
￥
ム
ロ
Ｌ
辟
升
□
□
撃
田
口
Ｌ
』
〔ヽ
永
力
〕

□
□
日
日
日
□
桑
□

『羽
地
姐
Ｗ
》
▲
土
日
Ｌ

研
升
軍
聖
ム
聡
Ｌ
　
　
ウ
Ｙ
胸
理

（誤
υ
×
含
じ
×
ふ　
寓
Ｐ　
２４
⑦
＊

側
は
、
旧
釈
文

「川
部
組
次
」
を

「川
部
祖
次
」
と
改
め
た
。
「戸
主
」
は

合
わ
せ
字
で

一
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
書
か
れ
て
い
る
。
②
は
天
地
を
異
に
し

た
二
つ
の
文
書
が
重
な
っ
て
書
か
れ
る
。　
一
次
文
書
は

「小
長
□
部
□
□
」
か

ら
書
き
出
さ
れ
、
そ
の
下
側
左
右
に

「□
□
家
□
□
」
と
も
う

一
名
の
人
名
が

記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
は

「甲
斐
国
□
戊
□
」
と
そ
の
右
下
に
や
や
小

さ
な
文
字
で

「不
知
状
之
」
と
記
さ
れ
る
。
裏
面
に
は
下
端
部
中
央
に

「□
□

日
日
日
□
桑
□
」
と
作
成
者
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
て
甲
斐
国
出
身
の
兵

士
、
す
な
わ
ち
東
国
防
人
と
関
わ
る
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

二
次
文
書
は
こ
の
一
次
文
書
を
粗
く
削
り
取
り
天
地
を
逆
に
し
て
作
成
さ
れ

る
。
書
き
出
し
は
欠
損
や
傷
の
た
め
不
鮮
明
な
が
ら

「□
暦
八
年
」
と
読
め
る
。

そ
の
下
に

「物
マ
諸
高
七
把
」
「□
田
龍
□
□
七
把
」
「
日
下
マ
公
小
口
日
□
」

「ロ
マ
大
前
」
と
四
名
の
人
名
が
書
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
右
上
に
合
点
が
記
さ

れ
る
。
裏
面
に
は

「首
小
黒
七
把
」
と
人
名
が
見
え
、
「七
把
」
の
文
字
は
小

さ
く
書
か
れ
る
。
全
体
と
し
て
、
食
料
支
給
に
関
す
る
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。



¶武
か
し『世ず`
電

げ
』
岬

酪

角
評

釈文の訂正と追加

(2)赤外線デジタル写真



木
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
二
次
文
書
に
つ
い
て
は
、
「□
暦
八
年
」

は
延
暦
八
年

（七
八
九
）
と
み
ら
れ
る
。
天
平
宝
字
三
年

（七
五
九
）
に

「君
」

か
ら

「公
」
に
改
め
ら
れ
た

「日
下
部
公
」
の
表
記
が
見
え
る
こ
と
と
も
矛
盾

し
な
い
。　
一
方
、　
一
次
文
書
に
見
え
る
東
国
防
人
は
、
天
平
宝
字
元
年

（七
五

七
）
に
停
止
さ
れ
、
天
平
神
護
二
年

（七
エハ
一◇

に
復
活

（筑
紫
に
留
ま
っ
て
い

た
旧
東
国
防
人
の
徴
発
）、
そ
の
後
延
暦

一
四
年

（七
九
五
）
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
の
一
次
利
用
と
二
次
利
用
に
は
あ
ま
り
時
期
差
を
考
え
に
く
い
か
ら
、　
一

次
文
書
は
東
国
防
人
が
復
活
し
て
か
ら
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
天
平
神
護
二
年
か

ら
延
暦

一
四
年
ま
で
の
間
ま
で
の
も
の
と
み
る
の
が
無
難
で
、
延
暦
八
年
を
そ

う
遡
ら
な
い
時
期
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
①
こ
の
よ
う
に
、
②
は
防
人

制
末
期
の
時
期
の
貴
重
な
史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
防
人
が
任
地
に
お

い
て

「戊
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
と

い
え
よ
つゝ
。

な
お
、
今
回
の
再
釈
読
及
び
そ
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
の
平
川
南
氏
と
、
関
東
学
院
大
学
の
田
中
史
生
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

８
　
関
係
文
献

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
佐
賀
国
道
事
務
所

・
佐
賀
県
教
育
委
員
会

『古
代
の
中
原
遺
跡
―
解
き
明
か
さ
れ
る
鏡
の
渡
し
―
』
０
一〇
〇
五
年
）

（小
松
　
譲
）

『木
簡
研
究
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ

頒
価一
～
四

・
七
号
　
品
切
れ
　
　
　
五

・
六
号
　
　
　
一一一五
〇
〇
円

八
～

一
二
号
　
　
一二
人
○
○
円

　

一
〓
一号
　
　
　
　
四
三
〇
〇
円

一
四

。
一
五
号
　
四
五
〇
〇
円

二
四

。
二
五

。
二
七
号
　
五
〇
〇
〇
円

一
六
～
二
三

・
二
六
号
　
五
五
〇
〇
円

　

（五

・
六
号
は
残
部
僅
少
）

送
料一
冊
　
エハ
○
○
円
　
　
一
一冊
　
人
○
○
円
　
　
一二
冊
　
一
〇
〇
〇
円

四
冊
　
一
一
一〇
〇
円
　
五
～

一
〇
冊
　
一
五
〇
〇
円

一
一
～
二
〇
冊
　
一
一〇
〇
〇
円

◇
個
人
で
の
お
求
め
は
代
金
前
納
で
す
。
代
金
と
送
料
を
郵
便
振
替

〇

一
〇
〇
〇
十
六
十

一
五
二
七
　
木
簡
学
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇
公
的
機
関
の
場
合
は
代
金
後
納
で
結
構
で
す
。

左
記
の
銀
行
振
込
か
右
記
の
郵
便
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
番
号
　
み
ず
ほ
銀
行
西
大
寺
出
張
所

普
通
預
金
　
一
一
一
〇
三

一
五

口
座
名
　
　
木
簡
学
会
　
栄
原
永
遠
男

（さ
か
え
は
ら

と
わ
お
）

お
問
合
せ
は
左
記
へ
ど
う
ぞ

〒
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
番

一
号

奈
良
文
化
財
研
究
所

都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
気
付木
　
簡
　
学
　
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
〇
十
六
人
三
七

口
‐
ヨ
Ｖ
∵
Ｂ
ｏ
″
″
ω甍
⑨
口
ωヴ
Ｆ
β
″
ｏＰ
∞
９
■


